20121223　1部礼拝
神様に栄光を捧げよう(ルカ17:11-19)
イエスさまがサマリヤとガラリヤの境目を通っていらっしゃったときに、今で言うとハンセン病、らい病のような不治の病に罹っていた10人の人がイエスさまの噂を聞いて、そのような病気の場合は近づくことが許されないので遠くから「イエスさま。先生、私たちをあわれんでください」と声を張り上げ叫んでいました。そのときイエスさまはこのようにお返事をされました。「行きなさい。そして、自分を祭司に見せなさい」と。祭司に見せるというのは旧約の律法の中にそういった病気に罹って治ったときは治ったことをきちんと承認してもらわないといけないとあります。自分で「治った」と言うから皆に認められるわけではありません。だから、祭司のところに行って「この人は本当に治った」と認めてもらうため治った人が行きます。イエスさまはその10人の人に「祭司のほうに行って見せなさい」とおっしゃいました。これはもう治ったということと同じ話です。治っていないと祭司の方に行く理由がありません。彼らは言われたとおりに祭司の方に向かいました。しかし、途中で自分たちが癒されてきれいになったということに気づきました。なんとうれしかったでしょうか。ちょっとした病気でも、ものすごく苦しい中でそれが良くなって治ったりするとうれしいでしょう。それなのに、そのような病気の彼らは周りから「あなたがたはもう神に捨てられ呪われた者だ」と思われていました。そして、肉体的な苦しみ、精神的な辛さなどは言い表すことができないほどのものではないでしょうか。それがきれいに治りました。社会からも疎外され、社会に入ることも許されません。たぶん、ものすごくうれしかったと思います。そこで、一人の人がふと気づいて「治ったのか」とそこで神をほめたたえ、神様に栄光を捧げ、すぐに戻ってきてイエスさまの方に来ました。イエスさまの前にひれ伏し、そこで神様に栄光を捧げたと書いてあります。神様を崇めたというのは、神様に栄光を捧げたということでしょう。そこで最後にイエスさまがおっしゃったのが。「10人ではなかったか。9人はどこに行ったのか。一人しか神様を崇め、神に栄光を捧げる者はいないのか。」つまり、一人しかわたしの方に戻ってきて神様の栄光をほめたたえるものがいなかったのかと、ものすごく残念に思われて残念がっていらっしゃいました。ただ、彼らが今までの病気を患っていてそれが治ったので「よかったね」と思えば普通にそれで終わりなのでしょうがイエスさまはそうではなく、治ったことよりなぜ戻ってきていないのか。彼らがうれしくて家族の方に行ったのか。あるいは本当にそのまま祭司の方に向かったのか、それはよくわかりません。確かなのは一人しかイエスさまの元に戻って来たものはいないということです。それをイエスさまはものすごく残念がっていらっしゃいました。
そして、最後におっしゃいました。「立ち上がっていきなさい。あなたの信仰があなたを治したのだ」と。これは他の聖書を見ると「あなたの信仰があなたを救った」とあります。別に治したというのはその病気が治ったというなら他の9人も治ったわけですから、この人だけにある信仰によってそれが治ったということだと少し話が合いません。9人にはない信仰をあなたは持っていた、それがあなたを救ったのだ。その救いの結果、それがきれいに治ったということでしょう。つまり、イエスさまがおっしゃっているのは、もちろん、病気の人は病気が癒されることが大切なことでしょう。それより重要なことはないかもしれません。でも、彼らが考えていた自分にとって、自分の人生において一番重要な、一番大事なことより大事なこと、重要なことがあると今日メッセージをしていらっしゃいます。10人の中で1人だけそれに気づいていました。治ったらもちろんうれしいです。健康になったということはもちろん、大切なことです。必要なことでしょう。でも、それをとおして彼は彼らに「祭司のところに行きなさい」とおっしゃったイエスさまがどういう方なのかがわかったのです。「神様は私たちを憐れみ、罪によって呪われ滅びてしまい地獄に行くしかない私たちのためにメシヤ、キリストを送ると約束していてそれしか希望がなかったのに、やはり、神様は約束を守られて本当に私たちを救うためにキリストを送られたのだね」と病気が治ることによってそれに気づきました。だから、ある意味、病気が治ったうれしさを忘れるくらいです。あのイエスさまが、神様が約束していらっしゃったメシヤ、キリストではないのか。その証拠として、言われたとおりに祭司のところに向かっていたときに病気が治りました。不治の病だったのに。しかも彼は異邦人と言われていたサマリヤの人でした。彼一人が戻って来たというのは10人皆が癒されてうれしかったでしょうが、「本当に神様がキリストを送ってくださって、私たちの目の前にその唯一の希望であるキリストが本当に来たのだね。あのイエスさまがキリストだったのだね。神に栄光を捧げようではないか。神は本当に素晴らしい私たちを憐れむ救いの神様なのだね」。それが神に栄光を捧げることです。神様を崇めるというのは神様が罪人で本当は滅びるしかない私たちのことを、何の功もない私たち罪人を救うことを約束され、それをきっちりと守られたのだね。神様はすごい方ではないのか。それに気づいてそれをほめたたえること、それが神に栄光を捧げることなのです。人間にとって一番大切なのは神様に栄光を捧げることです。それが私たちには安らぎと平和につながることであり、人生の成功の基になるものです。人は一生懸命頑張れば、努力すれば、それでよい人生、素晴らしい人生を生きる存在ではありません。人の本来の本分と言いますでしょうか。それは神の栄光をほめたたえることです。皆さんは本当に人間として、犬や猫はどんなに賢い存在でも神を礼拝し、神様に栄光を捧げる、神様がなさったこと、神様ご自身をほめたたえることはありえません。それが獣と人間との違いです。皆さんはちょっとしたよいことがあれば「うれしいな」とは思うでしょうが、それは犬もできます。犬も自分によくしてくれる人間とそうではない人間とを正確にわきまえて、しっぽを振ったり、あるいは隠したりすることができます。獣と私たち人間との違いは何でしょうか。そんなに賢い犬、ペットであっても神様に栄光を帰することは不可能であり、最初からありえません。でも、どんなに弱い人間でも人間が持っている特徴は、人間にのみできることは、神様をほめたたえることです。しかし、残念ながら教会に通っていらっしゃる皆さん、人間でなくもう神の子どもである皆さんは、神様に栄光を捧げ、神をほめたたえていらっしゃるのでしょうか。それをどれほど大事に、重要に思っていらっしゃるのでしょうか。普通、病気の人はその病気が治ることが一番大事だと思うでしょう。でも、イエスさまはおっしゃっています。「それより大事なもの、それより重要なことが人間にはあるのです。それを逃していてはいけません。たとえ病気が治ったとしてもいけません」と。イエスの御名を呼ぶと病気が治り、悪霊が追い出されて健康になります。しかし、それが最終的なゴールではありません。この世界で、またみなさんの人生において何が一番重要で大事なものでしょうか。人それぞれ違うでしょう。病気の人には健康、貧しい人にはお金、経済が大事なものでしょう。ある人は名誉を大事にして、ある人は自分のプライドにいのちを懸ける場合もあります。ときには「愛情、愛、恋、それより大事なものはありません」と言う人もいます。それによって泣いたり笑ったりするようになるでしょう。人それぞれいろいろあると思います。それは必要なもので、多分大事なものでしょう。しかし、もし人がどういう存在で、また人が抱えている問題が、本当の問題が何かわかったとすれば、その一番大事なこと、一番重要なことが変わるのではないでしょうか。他の何かに気づくようになるのではないでしょうか。人はどういう存在でしょうか。聖書にはこのように教えて知らせています。人は創造主である真の神様によって造られた被造物であり、その中でも特別に神のかたちに造られた者だと。つまり、たましいのある、神を礼拝し神様と交わることができる唯一な霊的な存在として造られました。人はそのような存在です。皆さん、猫ではなく人間ですよね。だから、皆さんも神のかたちに作られたのです。なぜ聖書にはそのようなことがたくさん書いてあるのでしょう。魚は水の中で、鳥は空を飛びながら、人間は神様とともにでないと幸せもないし生きがいも感じることができません。人はパンだけで生きるものではなく、神の口から出る一つ一つの言葉によって生きるものです。勉強し研究して頭の中に知識がいっぱいあって豊富であっても人間らしく生きることはできません。そこがわかっていないまま大学を目指して、何かを目指して勉強しているレムナントは考え直していただきたいと思います。人間という存在はそういうものではありません。神の口から出る一つ一つのいのちの言葉によって生きるようになっています。それが人間というものです。そうならば何が一番大事なのかということが変わるのではないでしょうか。今まで皆さんが人生において、自分自身においてこれは絶対に譲れない、これは一番大事なものだと思っていたそこが必ず、変わるはずです。それで旧約聖書にも「わたしの民が滅びるのは知識がないからだ。その知識は神を知る知識がないからだ」とあります。みな滅びる理由をいろいろ取り上げますが、聖書は人は神のかたちに造られたので神を知る知識がないので、神への無知のゆえに人は滅びると言われています。話がだいぶ変わるのではないでしょうか。その神のかたちに造られた、神様に祝福された人間という存在が堕落してしまいました。これが人が抱えている問題です。どういう問題、どのような堕落なのかと言うと、聖書には「すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない」とあります。神様に祝福されていた人が罪を犯すことによって神の祝福がすべて遮断され、神様を知ることも信じることも、神様の祝福をいただくこともできなくなってしまいました。そして、罪によって失った神から離れただけではなく、ヨハネの8章44節を見ると「あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものである」と悪魔に支配される者になり、その結果、エペソ2章1節に「罪の中に死んでいた者」と書いてあるように、もうたましいが死んでいて空中の権威を持つサタンに従って、世の風習に捕らわれて、3節を見ると「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる」とあり、これが人が抱えている問題、特にこれを根本問題と言います。神のかたちに造られた人間は神様と一緒でなければいけません。神の祝福より大事なものはありません。その神様と出会っていのちの祝福に預かることより大事なものはありません。人間がどんな存在なのか本当にわかっていれば。しかも、その人が罪によって堕落してどうしようもできないこれらの問題を抱えて人生を苦しむようになっています。根本問題、これを霊的な問題とも言います。そして、この問題を抱えているがゆえに、私たちが生きている間に、目に見える形に現れて、様々な苦しみと様々な不幸を患うようになります。私たちが目で見ていて表に現れている問題はそれ自体がすべての問題ではありません。それは根本的な問題、神様から離れ失ってしまったがゆえに悪魔、サタンがその人の人生を支配するようになったがゆえに、それが表面に現れただけの問題です。この問題が人の問題であることが本当にわかっていれば、この問題は何をしても何があっても絶対に解決不可能な問題であるということに気づくようになります。他には何をしても絶対に人は本当の意味で幸せにはなることはできません。つまり、人がどのような存在で、人が抱えている問題がどういう問題なのかがわかっていれば、それに気づく人をクリスチャンと言います。ただ教会に通っていながらもこれに気づかない人が多のいです。
そうすると、2部の礼拝で申し上げますが、イエスさまという名前、話を聞いていても、イエスさまに対する理解がまったく違ってくるようになります。まるで、10人がみんな癒されていても１人しか戻ってこないかのようになっています。大切なのは人間とはどのような存在なのか。本当に知識があれば、本当にお金さあれば、本当に健康さえあれば幸せになれると思うのでしょうか。それは人間がどんな存在なのかがわかっていないからではないでしょうか。最初から間違いなのです。また人が抱えている問題がどうしようもできない不可能な問題であるということがわかっていらっしゃるのでしょうか。愛情は必要でしょうが愛情では解決できません。幸せになれません。だから、愛情より大事なものが現れるのです。知識は大切でしょうが知識によってはこの根本問題は解決できません。人は不幸の泥沼から抜け出すことができません。滅びの運命から解放されることはできません。だから、知識より大事なものがあるはずです。健康より、お金より、プライドより大事なものがあるはずです。家族より大事なものがあるはずです。皆さんが社会的な高い地位を手に入れて、名誉を手に入れることは望ましいことでしょうが、それより大事なことがあるはずです。わかっていれば。それで神様の救いより大事なもの、重要なものはないという結論にたどり着くようになります。あなたの信仰があなたを救った。10人がみんな不治の病から解放されましたが救われたのは１人しかいません。戻ってきて神様に栄光を捧げる者だけ。つまり、神様は本当に救いの神様なのです。それをほめたたえる者だけが救われました。つまり、イエスさまは、神様は約束されたその救い主メシヤその方に違いありません。神はやはり約束を守られて私たちを救い出す救いの神様に違いありません。それが神をほめたたえたということです。その人だけが救いの宣言に預かるようになりました。あなただけが救われました。あなたのその信仰が。神様の救いは何でしょうか。先ほど申し上げました根本の問題を解決すること救い、つまり、神から離れていた私たちがまた神様と一緒になるいのちの祝福、そのときまで悪魔、サタンに捕らわれて罪を抱え滅びの運命に捕らわれどうしようもない私たちが、罪はすべて清められ滅びの運命から解放され、悪魔、サタンの支配から永遠に解放されるようになること、それを救いと言います。世にある他のものだはこの救いは得ることができません。神の救い、宗教にはありません。宗教はよりややこしく、より深い淵にはまるだけのことです。神様の救い。そして、この根本的な問題を解決することによって、実は人生のすべての問題を解決することが神様の救いです。それが私たちに必要なものであり、それより重要なものはありません。病気が癒された10人の中で１人だけがその救いの祝福に預かるようになりました。10人だったでしょう。一人しかわたしの方に戻ってきていないよ。癒されたのは感謝で良かったのかもしれません。でも残念だね。神の救いの祝福がわかっていないのだねとおっしゃっています。神様はこのような根本的に、またすべての問題を解決するために最初から約束されました。私たちにはできないから神様が救い主を送ると言われます。創世記3章15節を見ると女の子孫が生まれることによって蛇の頭を踏み砕くと約束されました。つまり、メシヤが来られることによって、キリストが来られることによって私たちのこの問題を解決し、神様とまた出会うことができるいのちの祝福を与えるようにすると神様が約束されました。キリストの契約です。そこに救いの計画を神様は結んでいらっしゃいました。人生においていろいろな必要、いろいろ大切なことがあるでしょうが、それと比べることができないほど、それにはるかに優る人間にとって一番重要なのは、大事なのは神様の救いです。そして、神様の救いはキリストの契約によって私たちに与えられ用意される者です。ですから、人生において一番大切なのはその救い主であるキリストと出会うことです。キリストと出会うことより大事なことはありません。ある意味、神様は私たち人間の人間的な願いとは裏腹に、肉体的な苦しみや様々な困難、辛いことなどを許されることによって、それとは比べることができない何より大事な救いの祝福を与えようとしてキリストに会わせる方です。彼らはその不治の病、周りから呪われたと無視される病に罹って何と辛い思いをしたでしょうか。でも、よくよく考えてみるとその病気によってキリストと出会いました。出会うチャンスがあったのに9人はそれを吹っ飛ばして、肉体的なうれしさ、肉体的な喜びに捕らわれてチャンスを逃してしまいました。一人だけはその病気のゆえに人生の問題が何であれ人はどういう存在なのかに気づいてキリストと出会うようになりました。私たちの人生の中で、世界中で、人類の歴史の中で他の何かと比べることができないほど大事な重要なことは神の救いをいただいて、つまり、救い主、神様から約束されて来られましたキリストと出会うことです。皆さんは皆さんの中で何が一番大事なものでしょうか。もしかしてキリストと出会うことよりそちらの方が大事なものになっていらっしゃるのではないでしょうか。そうすると残念ながら教会に通っていながらもこんがらがってしまいます。信仰が成長しません。残念です。今日、この聖書のお話をとおして神様のメッセージを心にしっかりと握ってください。自分が一番大事に思っているもの、それが学歴なのか、愛情なのか、家族なのか、健康なのかよくわかりません。人それぞれ違うでしょう。その一番大事に思っていたそれよりキリストと出会うことが大切なのです。その約束のメッセージを心に握ってみてください。皆さんを取り囲んでいた暗い力が砕かれて去っていくことを経験するようになるでしょう。つまり、いつも申しあげているように、本当に他の何かと変えることのできないキリストと出会うことより重要な大切なことはありません。というのは今まで大事にしていたもの、それはある意味「どうなってもかまいません」という告白にもつながるかもしれません。自由になってください。そこに本当の意味でキリストの光の力が現れて体験できるようになるでしょう。キリストと出会うことです。

そのキリストが実際に来られました。その方が2000年前にクリスマスをとおしてこの世に来られた、処女マリヤから生まれて今、ここでらい病の人を癒されていらっしゃったイエスさま、そのイエスさまが何より大事なキリストであることを発見すること、それより重要なことはありません。キリストと出会うことが何より大切なのだと思うところまでではだめです。そのキリストをいまだにユダヤ人は待っています。この地上に来られたにもかかわらず。2000年前にガリラヤとサマリヤの地域を歩いて福音を宣べ伝えられ、天の御国を宣べ伝えて、病人を癒されていらっしゃったイエスさまが待望の待望、希望の希望であるキリストであったということを発見することが幸せであり、何より重要なことです。先ほど申し上げましたように、今までの私たちのすべての問題、すべての辛い思いはきっかけに過ぎないものでしょう。それをとおしてイエスがキリストであるということを発見するきっかけになったのではないでしょうか。キリストを漠然と待っているのではなく、もう私のキリストとして、イエスがキリストとして、迷う必要もありません。他のところに行く理由もない、キリストを待つ理由もありません。来られたのだから。イエスがキリストです。それを発見することです。だいたい普通に人間的に順風満帆な場合はなかなか見えません。このように不治の病に罹ったり、辛い思いをしたり、人生の限界にぶつかってみたり、自分の限界にぶつかり悩んでみたりしたことがきっかけになってキリストと出会わないといけない、イエスがキリストだったのだと気づきます。

そして、イエスがキリストであると発見するには、今は聖書をとおしてお話するようになっています。それを福音と言います。イエスがキリストですというのは福音、よい知らせです。「ほら。キリストしかないでしょう。そのキリストが来たのです。イエスがキリストなのだからイエスを信じれば、イエスの元に戻ってくればそれで終わりなのだよ」というお話が福音のお話です。その福音のみことばを聞いてその中からイエスがキリストであることを発見するようになるでしょう。それを聞いているときに。皆さんも様々な問題の中で聖書のお話、イエスさまのお話を聞いて「なるほど、そのイエスさまこそキリストだったのだね。救い主だったのだね。唯一の希望だったのだね」と発見したのではないでしょうか。そのイエスがキリストとして発見され、それを自分のキリストとして告白すること、それが地球上、また自分の人生において最も大事な、最も重要なことです。そこにのみ救いがあります。そのときに神様は栄光を受け止めるようになります。神の栄光が現されて、神様が栄光に富んで輝くようになるのはいつでしょうか。罪人でありました私たち人間がキリストが必要だということに気づき、イエスが神様が約束されたキリストです、イエスがキリストですと気づいて、それを告白するときに神にはすべての栄光が捧げられるようになります。一番最初のクリスマスのときに天使が羊の夜番をしている羊飼いのところに現れてメッセージをしました。そのときにこのような歌を歌っていました。「いと高きところでは神に栄光が。地においては人々に平和が」と。そのキリストがここに来られた、これが神様には栄光です。神に栄光が捧げられるときに地においては人々には真の平和と安らぎが与えられます。何が神様に栄光を捧げることでしょうか。たくさんの献金でしょうか。イエスがキリストですと告白するときです。10人がイエスさまの癒しの力によって癒されました。それにもかかわらず、その中の一人だけが「さっき行きなさいとおっしゃったその方こそキリストではないのか」と気づいて戻ってきました。癒されたことが問題ではありません。それで神様に栄光を捧げたというのは「あなたこそキリストです。あなたこそ神様が送ると約束されたキリスト、メシヤです」と私が問題を抱えて問題が癒されることによってそれに気づくようになったことです。でも10人なのに十分の一の9人は癒されてもそれに気づきません。イエスがキリストですとそれに気づいて、それを告白するということは何と幸いなことでしょうか。今日の聖書から見ると十分の一です。ものすごく珍しいのです。健康になるにはお医者さんに行っても、ときには他の宗教に行っても病気が治るときがあります。でも、お医者さんでも他の宗教でも学校でもイエスがキリストですという告白とともに救いの祝福はありません。人が抱えている根本的な問題から解放される救いはありません。それはイエスがキリストですと気づいて告白するときだけです。なぜ9人は戻ってこないで1人だけだったでしょうか。それこそイエスがキリストですと気づいて告白することは、イエスさまがペテロにおっしゃったように血肉によってではなく、人の知恵によるものではなく、天にいらっしゃる父なる神様があなたに恵みを与えたからです。つまり、神様に選ばれたしるしです。だれもかれもがイエスがキリストですと気づいて告白できるわけではありません。どのように選ばれるか、私たちにはわかりません。でも本当に神様に選ばれた人だけが癒されるのではなく、イエスがキリストですと告白することができます。病気が癒されて健康になるのは10人すべてに当てはまるかもしれません。しかし、救われること、イエスがキリストですと告白することは神様に選ばれている人だけの特権であり、祝福です。神様に選ばれたというのは神様に祝福されたという証拠でもあります。10人の中で1人だけが本当の神様の祝福に預かるようになりました。もう一度申し上げます。私たちには自分なりに人それぞれ大事なもの、大切なものなどが、目に見えるものなのか見えないものなのか関係なくあると思います。でも、聖書は私たちに語っています。極端にいうとそれがどうなろうが関係なく、それより人生にはこの地球には大切な大事な重要なことがあるのです。神様の救いの祝福に預かること、イエスがキリストであるということに気づいて告白することより大事なものはないと語っています。皆さん、そのメッセージを特にクリスマスの時期に心に刻んでいただきたいと思います。

それで今週1週間、基礎と思わないで自分自身に吟味して真剣にまじめに問いかけてみてください。イエスさまはだれなのか。イエスさまはどんな方なのか。皆さんはどう思っていらっしゃるのですか。皆さんにとってイエスさまはどんな方なのでしょうか。だれかが「イエスさまはだれですか」と聞かれたときに正確にお返事できますか。どのように返事をするつもりでしょうか。それを自分自身に問いかけてみてください。イエスさまはだれなのか。そして、聖書が教えているキリストとして皆さんの告白の対象になっていない場合は、イエスさまがキリストであることに気づいてその告白をしていただきたいと思います。イエスさまは本当にキリストです。真の祭司であり、真の預言者であり、真の王様である、人の根本の問題をだれも解決できないその問題をまるごと根本からすべて解決された唯一の方です。他に道はありません。イエスさまのことを本当にキリストとして告白していただきたいと思います。そのときに皆さんは神をほめたたえることになります。神様はものすごく喜ばれます。その告白とともに、皆さんに今までにあった辛いこと、不幸な出来事、苦しかった様々なことなどを傷やトラウマとして持っていてはいけません。それらすべて不幸な出来事などはきっかけとして整理してください。イエスがキリストである、つまり、キリストが必要であるということに気づくためのきっかけ、人生をＵターンするためのきっかけであり、イエスがキリストであったと気づくようになったでしょう。だから、ある意味では良かったことであり感謝ではないでしょうか。障害者になったこと、人に無視されたこと、いじめられたこと、病気になったこと、精神的に病んでいたこと、ものすごく貧乏だったことなどが、あるいは大学に落ちたこと、病気になったことなどが良かったことではないでしょうか。そのように整理しましょう。イエスがキリストですと告白すると同時に。

そして、イエスがキリストですと告白したなら、どのような過去、また今現在、皆さんがどのような状況なのかの前に確信を持っていただきたいと思います。私は神に選ばれた者だ。つまり、神様が私のことを「あなたはオッケーだよ」と義と認められた者なのだと。そうでないとイエスさまのことをキリストとして告白できません。だから、自分のことを人間的に、最近、自虐ネタなどが流行っていますが自虐的な思い、自分を否定的に思ったり、逆に偉そうに思う必要もありません。でも、確信を持っていてください。「私は神様に選ばれた祝福された者だ。大丈夫な人間だ。オッケーをもらった人間だ」とこのような確信を絶対に持っていてください。理由はイエスさまのことをキリストだと気づいて告白したのではないでしょうか。それは10人いれば１人しかできません。今日本では十分の一にもなりません。０.何パーセントですがそれは皆さんが知識、知恵があるからではありません。他の人より全能な人だからでもありません。神様の恵みによってわけはわかりませんが神様が人類の中で私たちを選びました。「あなたはわたしの物。わたしがあなたを祝福しよう」と。ですから、ぜひ確信を持っていてください。2012年もそろそろ最後です。この確信を持って締めくくるべきではないでしょうか。私は神に選ばれて神に認められた者だ。神様に祝福されているものだ。それほどイエスがキリストですという告白は、他のすべてを払しょくさせる告白です。イエスはキリストです。まだこれに気づいていないのでしょうか。ぜひこれに気づかれて、これを発見できるようになっていただきたいと思います。それで何があっても、どんな状況であってもかまわないで、自分のキリストとして告白するようにしてください。
それから、それが神様が栄光を受け止めることです。神様に栄光を捧げるとはいろいろあるでしょうが、イエスがキリストですと告白することです。そこに神様の素晴らしさがあり、神であるということはその中に全部、含まれるのではないでしょうか。その確信と感謝とともにこれから決断してください。決心してください。残りの生涯、これからもずっと私は神に栄光を捧げ、神をほめたたえる人生を生きていくと決断してください。人間がやるべきこと、人間の生き方というものは神様に栄光を捧げることです。一生懸命生きることではありません。まじめに生きることではありません。人間の在り方というものは神に栄光を捧げること、どうすればよいでしょうか。日々、毎日、すべての事柄の中でイエスがキリストですあることを発見して、そこから見つけ出し、それを告白することが神に栄光を捧げることです。それを決断してください。普段から聖餐の告白を徹底して行うことを決心してください。それがイエスがキリストですという告白です。それが神の栄光をほめることです。辛いときにもイエスはキリストです。よいことがあってもイエスがキリストです。ニュースを見ながらもやはりイエスはキリストです。銃の乱射事件を見ながらもやはりキリストでなければいけない、イエスはキリストです。そのとき神は栄光を受け止めるのです。ずっとイエスはキリストですと言う告白を逃さないようにと決心してください。すべてが変わります。
その告白を決断して、今までもそのようなことがあったでしょうが、最後に来年からはこの告白がどれほど大きなものなのかを土台にして、いつもクリスチャンとしての定位置、クリスチャンとして自分が立つべきところがあります。野球を見ると作戦によって守備の位置が変わります。そのときに定位置が影として記されます。本来はここが定位置なのですが短く打つから少し前に出たとか、人は場所が変わりますが定位置というものがあります。クリスチャンの定位置はどこでしょうか。来年度の教会のメッセージになりますが、クリスチャンの定位置、それはイエスさまがよみがえられたあと、天に昇られたあと始まる新しい時代の主人公になることです。使徒の働き1章14節の祈りの場に立つことです。それが私たちの定位置です。イエスがキリストだという告白が本当であれば何も心配しないで私たちの定位置を守りましょう。そこに戻りましょう。それを心掛けていただきたいと思います。そうすると神様に栄光を捧げるようになります。残りの生涯、この告白とともに神に栄光を捧げ、本当に輝く人生を送っていただきたいと思います。皆さんには世が与えることができない平安と安らぎが皆さんを支配するようになるでしょう。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































愛する天の父なる神様。2012年度もそろそろ終わりが近づいています。どうか愛する兄弟姉妹一人一人が神に愛され、神に選ばれたという確信をもって年の最後を過ごし、新しい年を迎えることができるように。何が一番大切な大事なものなのか考えることができるようにしてください。神の救い、イエス・キリスト。この告白とともに神に最高の栄光を捧げることができるように一人一人を祝福してください。そのことによってすべての不信仰と暗やみの力が、呪いの勢力が砕かれるようにお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。
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